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新年あけましておめでとうございます 

校長 板井 雅春 

 新しい年、令和８年が始まりました。保護者・地域の皆様におかれましては、穏やか

な新年を迎えられたこととお喜び申し上げます。 

 さて、１月は和風月名で「睦月（むつき）」と呼ばれます。「人と人とが仲良く睦み合

う月」という意味があり、家族や友だち、地域の方々とのつながりを大切にしながら、新

しい一年をスタートさせてほしいと願っています。 

 昨年を振り返りますと、大谷翔平選手が世界の舞台で挑戦を続け、努力を積み重ねる姿は、多くの人

に感動を与えてくれました。また、山本由伸投手は、メジャーリーグ２年目として大きな期待と責任を背負う

中、ワールドシリーズという最高の舞台で、先発投手として２試合に登板し、さらに抑えとしても１試合を任

され、通算３勝を挙げる大活躍を見せました。チームの勝利のために役割を変えながらも全力を尽くす姿

からは、「与えられた場で最善を尽くすこと」「プレッシャーの中でも前向きに挑戦すること」の大切さを学

ぶことができました。結果だけでなく、その姿勢そのものが、私たち一人一人に大きな力を与えてくれた一

年であったと思います。 

 今年は冬季オリンピックの年です。女子カーリング日本代表が出場を決め

ました。メンバーの一人、吉村選手は、２０１０年のバンクーバーオリンピックか

ら挑戦を続け、16年越しの努力の末、悲願のオリンピック出場を果たしました。

今年のミラノ・コルティナオリンピックでは、長い年月をかけて積み重ねてきた

力を発揮してくれることと思います。あきらめずに努力を続ける姿は、子供達に

とって大きな励ましとなることでしょう。 

 本校では、昨年末より子供達に「プラス思考」という言葉を意識するよう伝えてきました。うまくいかな

いことがあっても、「次はどうしたらよいか」と前向きに考えること、できないことよりも「できたこと」に目を

向けること。今年もこの「プラス思考」を大切にしながら、新年の目標をもち、何か一つでも新しいことにチ

ャレンジしてほしいと願っています。ご家庭におかれましても、子供達の挑戦を温かく応援していただけれ

ば幸いです。 

 寒さが一段と厳しくなってきました。児童の安心安全のため、自動車送迎時の体育館横駐車場使用、

ありがとうございます。引き続きご協力をお願いいたします。 

 ３学期は「次の学年の０学期」とも言われます。次への準備期間として、一日一日を大切にし、何事に

もプラス思考で取り組めるよう指導してまいります。保護者の皆様の変わらぬご理解とご協力を心よりお

願い申し上げます。 

 本年が、子供達一人一人にとって実り多い一年となりますよう、心より願っております。 


